
茨木市人権尊重のまちづくり審議会資料

【概　要】

【取り組んだ主な事業内容】※新規事業や特記すべき事業を掲載

内　容： 内容➀： 内　容：

参加者数： りっぷるるーむ

(日本人含む）多文化カフェつどいば

絵本で世界旅行 （まちﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ）

相談件数 多言語お話し会 （おにクルぶっくぱーく）

【豊　川】 700件見込 多文化交流講座 （おにクル）

前年度　708件 多文化出張講座 （茨木モスク外3か所）

【沢良宜】 480件見込 多文化交流会 （おにクル3か所）

前年度　491件 内容②： IMS交流フェスタ　　

【総持寺】 500件見込 令和3年度 　630人

前年度　468件 　 令和7年度 3,760人 イベント数等も増え、周知､

啓発活動を通じ市民の皆さまへの認知度も高まった。

主な相談内容： 開催時期：12月2日～12月5日 来場者数：延べ3,388人 今後も、外国人の困りごとやニーズを把握しながら

主な参加団体： 事業を進める。・60代男性と子2人。それぞれ世帯は独立している
が、お互いに依存傾向が強い。全員療育手帳を所有
し、各人で生活しづらさを抱えている。
・母親のしつけや管理が厳しく、精神面に影響が出
ている20代女性。自立しきれないため、優しい人に
依存してしまう。
・障害者を含む複合世帯で、障害・ネグレクト・ひ
きこもり等複数の課題だけでなく、猫の多頭飼によ
り住環境が悪化している。

人権・男女共生課（いのち・愛・ゆめｾ
ﾝﾀｰ）、人権ｾﾝﾀｰ、障害福祉課、かしの
木園、障害福祉ｾﾝﾀｰﾊｰﾄﾌﾙ、茨木市地域
活動支援ｾﾝﾀｰ

  278人

   83人

障害の有無、年齢、国籍等にとらわれず、個
性あふれる作品を通じて、その作者や障害福
祉サービス事業所の魅力を感じてもらえるよ
うなアート・作品展を共催で実施した。

（立命館茨木ｷｬﾝﾊﾟｽ
　　外5か所）

2,597人

   92人

地域共生支援の一環として、令和３年９月か
ら外国人住民等を対象とした多文化共生支援
事業を開始し、５年目になる。IMS(Ibaraki
Multicultural Space)と称し、日本語能力が
十分でない外国人への交流の場と学びの機会
の提供、地域における理解の醸成や居場所の
創設、サポーターの育成等、多文化共生の推
進に向けた多くの取組を行った。

豊川で実施している高齢者をメインターゲッ
トに置いたダンスイベントの中央・おにクル
版。「誰にでも来て楽しんでもらい、新鮮な
刺激を得られるイベントにする。」を目的に
実施。いつもと違う場所の提供。老若男女多
くの方にご参加いただいた。
本番前には、ビギナー向け体験会を総持寺あ
いセンター他４か所で実施した。

センターの基幹事業である総合相談事業は、
人権をはじめ、暮らしの中で生じる様々な相
談に応じ、相談者に寄り添いながら、関係機
関と連携し、課題解決に取り組んでいる。特
に、複雑かつ複合的な課題を抱える相談事例
が増加している。中には、こちらは問題解決
が必要として関わるが、ご本人たちは困りご
とはないと思っていたり、気づいていないよ
うなケースもあり、課題解決の長期化が課題
である。そのため、より一層の関係機関等と
の連携と伴走型支援の強化を図る必要があ
る。

令和７年度

いのち・愛・ゆめセンター（豊川・沢良宜・総持寺）における事業概要

　令和７年度は、業務の拡充（充実）ができた年となった。「おにも見にクルアート展」事業としては、市内の幼稚園児童も多く参加してペガサスを作製
し、保護者と一緒に展示鑑賞に来られるなど、前年よりも進化した展示内容を揃え、参加者に喜びと気付きを多く与えることができた。また、「多文化共
生支援事業IMS(イムス)」としては、委託事業者の成長も目覚ましく、ネットワークを拡げ、「国際交流の集い」や「市外協の集い」にも夏・秋いずれにも
参加し、活動するとともに、主催フェスタ等も開催した。外国人のニーズ（困りごと等）を拾い、業務内容を拡充し交流を広げることができた。当事者サ
ポーターも増えており、事業の魅力を更に加えることができた。そして、各館とも地域のニーズ（つぶやき）を拾い、趣向を凝らした事業の企画・運営を
することで、地域に親しまれ、頼ってもらえるセンターとして存在意義を打ち出している。

事業名 総合相談事業 ➀だれでもディスコ　②おにも見にクルアート展 多文化共生支援事業IMS(イムス)

内　容

   41人

  395人

  104人

  170人

資料１－１

多文化夏の集い（市外教）多文化交流サロン つどいば(沢良宜）


